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札幌市中央区北1西 1

回  転本定員なし

帆容定員の tr str 'J a rJ,,.

ビ  棋容定員p 十分な
人と人との間隔

1回 60名 以内

武川奈穂子 (ハープ )

多数のため棋まら螢い場合 → 別途、一覧をご薇出ください。

秋のハープ実行委員会

詭縫 J犠〕bn.ne.ip

https ://h eiwa-stage.j i md o. com/sch ed u I e2 021 -g I

※催物の概書が分かるチラシ等も併せてご薇訳 ださい。



今和2年 q月 lq日以降の取扱いが催物に適用されるため

※チェックがつか書い場合は、STEP 6でキ書をご記入ください。

有症状者 (発熱スは風邪等の症状を三する者)

演者・選手等と観客が催物前後・休憩時間等に

接触 しないよう確実な措置を講 じるとともに、
議触が防上できないおそれがある催物について

練響時等、催物開催前も合め、声を発出する

演者間での感染リスクに対拠する

イベント前後の感染防上の注意嗅起を行う
・直行・直帰の呼びかけ
。「5つの場ラ」の注意嗅起
・業種別ガイドライン遵守店鋪のfll用呼びかけ

交通機関・飲食店の分散利用の注意嗅起を行う
D呼びかけ、交義機関との

吐の検討
退ヽ場の実施 (開演時間の

前倒 し、規制退場等)の検討
0可能な限り、予約システム、デジタル技術等

主催者及び施設管理者が、業種別ガイドライン
に従った取組を行う旨、HP等で公表する
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今和2年 q月 lq日以降の取扱いが催物に適用されるため

※チェックがつかない場合は、STEP 6でキ台をご記入ください。
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□ 邊度な飲酒の自デ‖ びかけを行う
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入場時の検温、有症状 (発熱スは風邪等の症状)

Eン4警す:こ倉重要募λ丈二:駆婁詮赫量与言
覆等

※発熱者 0有症状者の入場は断る等のルールを
開催前に明確に規定し、当該規定を十分周知」
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「   接触確認アプリ (COCOA)や各地域の通知
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ドを入口に潟示すること
1促進措置を導入する

。携帯電話のfll用 を継える場脅では、「電源
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感染防止策チェックリス ト

今和2年 9月 lq日以降の取扱いが催物に適用されるため

には、下記の項目を満たすことが必要です。

※チェックがつかない場合は、SttEP 6でキカをご記入ください。

マスク着用状況が確認でき、着用 してい螢い

場合は個別に注意等を行 う

大声を出す者がいた場合等は、個別に注意等を

行 う

スポーツ ではラッパ等の嗚り物を

禁土す

こまあな手洗を奨励する
アルコール等の手指消キ液を設置する

EZ匠
1場[窪牙富な場鉾轟よfrヒま11[皇輩軍首

した

法今等を遵守 した空調設備の設置、こまめな

挨気を行う
01時間に2口以上、 1口に5分間以上
_ Jトミロ ニ゛―、 Jミ

「
 チハ亀 士ヽとロロ呵″Jト ロニdい 建ヨ oキ     七L

乾燥する場静では、湿度40%を 目姜にわ湿

する。

時間差入退場等により、入退場時の密集を口避
する

人員の配置、導線の確保等の体制を構築し、
休憩時閥や待合場所での密集も口邊する

入場口 eト ィレ・売店等の書集が口邊できない

場合はキャパシティに応 じ収容人数を411限する

日

日

ゴ
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食事を伴わない場合で、槙容キ上限100%の基準が適用さ
れるためには、「基本的な感染防止」にわえ、下記の項目

※チェックがつかない場合は、STEP 6でキカをご記入ください。

マスクを持参 していない者がいた場合は主催者
側で配布・販売を行い、マスク着用率100%を

捏保のための確実な措置を講 じる
・常時監視のための人員配覆
・デジタル縮 活用によるリアルタイムモニタ

リング
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